
平成 25 年度実績に関する施策・基本事業評価表（兼 主要な施策の成果報告書）

　

単位

本数 3 (2) 3 (2)

本数 2 (1) 2 (1)

本数 1 (1) 1 (1)

本数

本数

千円

千円

千円

千円

千円

人

時間

千円

千円

円

人

4,194－ 4,399

3,607

円

44,036

Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ）

市民１人あたりにおける施策の

5,015

67

－

－

7,987

－ 44,315

113

6

82

72

6,794

860

2,972

1,950

－

－

6

－ 1,140

－

－

－

1,750

地球温暖化防止対策の推進
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環境安全課
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・省資源、省エネルギーの取組み推進の啓発や支援を行います。
・公共施設の省エネ化に率先して取り組みます。

－

27年度実績

施　策　名
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民
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Ａ．本施策を構成する事務事業の数

　うち基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

（
地
域

）

そ
の
他

・低炭素社会の形成に向けた生活様式や環境に配慮した行動を行います。
・地球温暖化防止のため、省エネルギー対策や自然エネルギーの導入に取り組みます。

　うち基本事業②を構成する事務事業の決算額小計

Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費）

Ｄ．事務事業に要する年間総時間

　うち基本事業①を構成する事務事業の決算額小計

　うち基本事業③を構成する事務事業の決算額小計

Ｃ．施策に携わるのべ正規職員数合計

　うち基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

－

－

　うち基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本目標名

26年度実績25年度実績

豊かな自然と共生したまち

・地球温暖化防止に向けて、省エネルギーの積極的な取組みが図られています。
・地球温暖化防止に向けて、自然エネルギーの転換・活用が図られています。

商工観光課（自然エネルギー関係）
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　うち基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

1,437
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1,022

関係課名

施策が目指
すすがた

施策の成果
向上に向けて
の住民と行政
との役割分担
や地域等へ
の期待など

施策の
トータル
コ ス ト

基本目標№

施策Ｎｏ．

主管課名

－

3,187



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

担当課

環境安全課

環境安全課

環境安全課

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1,521,200

基本事業①の目的（意図） 省エネルギー意識の高揚と対策を促進し、低炭素社会の形成を推進します。

温室効果ガス削減対策

施策Ｎｏ． 37

9,000 8,500

27年度
（中間目標値）

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

9,174

平成25年度

1,437,193 84,007

0

予算現額（円） 決 算 額（円）

7,502 7,901 10,844

9,436

24年度

9,087

単位 Ｈ21年度実績

【地球温暖化防止魚津市役所実行計画推進事業】
・「第２次地球温暖化防止魚津市役所実行計画」に基づき、CO2排出削減に資する活動（エネルギー使用量の削減、
ノーマイカー通勤等）を実践するとともに、「グリーン購入調達方針」に基づく環境に配慮した物品調達、使用に努め
ました。
【電気自動車等維持管理事業】
・電気自動車（H23導入）の利用促進及び電気自動車急速充電器の24時間、年中無休による運用を行いました。
【防犯対策施設維持整備事業（市管理防犯灯のLED化）】
・市が設置、管理する防犯灯のほぼ全てを、環境省補助事業「LED街路灯等導入促進事業」を活用してLED照明に
切り替えました。

32年度
（最終目標値）

目標値（上段）及び実績値（下段）

9,523
９月確定予定

25年度 26年度

平成25年度における
主な事業内容（活動内容）

9,349 9,261
市の施設における二酸化炭素排出量

基本事業名①

成果指標名
22年度 23年度

施　策　名 地球温暖化防止対策の推進

0

0

Ｂ

t
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基本事業①を構成する事務事業の実績

53,029 Ａ

１次評価結果

Ａ

№

287,000

会計名

(21,988,960)

1,234,200

0

0

0

合　　計

一般会計

一般会計

一般会計

地球温暖化防止魚津市役所実行計画推進事業

電気自動車等維持管理事業

防犯対策施設維持整備事業（施策14-②再掲）

256,022

1,181,171

予算残額（円）

30,978

(22,005,000) (16,040)

事務事業名
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239

168

自然エネルギー設備の導入を促進し、環境にやさしいエネルギーの利用を推進します。

成果指標名
24年度 25年度

単位 Ｈ21年度実績
22年度

目標値（上段）及び実績値（下段）

23年度

300（449.6）
184

200（299.7）

平成25年度

104（155.8）
152
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地球温暖化防止対策の推進
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担当課

基本事業②を構成する事務事業の実績
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環境安全課住宅用太陽光発電システム設置補助事業 1,750,000 Ｂ
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平成25年度における
主な事業内容（活動内容）

施策Ｎｏ． 37 施　策　名

基本事業②の目的（意図）

太陽光発電システムを導入した件数（二酸
化炭素削減量）

自然エネルギー導入・支援

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

基本事業名②

件
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【住宅用太陽光発電システム設置補助事業】
・住宅用太陽光発電システムを設置した市民（世帯）に対し、国、県の補助金の交付に合わせて、市補助金を交付し
ました。

0

0
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0

合　　計 1,750,000 1,750,000 0

32年度
（最終目標値）

27年度
（中間目標値）



経営戦略会
議における施
策の課題及

び方針

施策の重要度 一般

◆市民、事業者、行政が一体となった省エネの取り組みや自然エネルギーの活用を推進するとともに、その必要性の啓発を行います。

部会評価
（協議結果、
今後の方針
及び課題等
について記

載）

施策の重要度 一般

◆「第2次地球温暖化防止魚津市役所実行計画」に基づき、魚津市役所が、市民等の模範となるよう率先して地球温暖化防止活動に取り組んでい
くこと。
　また、市民等に低炭素社会の形成に向けた生活様式や環境に配慮した行動を行っていただけるように省資源、省エネルギーの取組みの啓発に
努めていくこと。
◆「住宅用太陽光発電システム設置整備補助」については、平成26年度を持って廃止すること。
◆地区等が設置、管理する防犯灯のLED化に対しては、引き続き支援すること。（再掲）

【温室効果ガス削減対策】
◆CO2排出量は、平成23年度までは市の目標を達成してきましたが、平成24年度からは目標値を大きく上回っています。これは、東日本大震災の
影響等による電気事業者のCO2排出係数が上方変更したことによるものです。しかし、電気使用量で比較した場合には、平成23年度は
13,811,133kwh、平成24年度は13,811,461kwhであり、僅かな増加となります。
◆「グリーン購入調達方針」に基づく、グリーン購入適合品の調達は、目標値100％を達成しています。

【自然エネルギー導入・支援】
◆住宅用太陽光発電システムの設置件数（世帯）は、東日本大震災に伴う電力供給の不安や自然エネルギーによる電力の固定価格買い取り制度
の創設などの社会環境の変化や設置費用の低下等から設置が進んでおり、市の目標値を大幅に達成しています。（H25実績：35件　事務事業の目
標値30件）

施　策　名 地球温暖化防止対策の推進

25年度の
評価結果
（基本事業
の成果を

考慮し記載）

３．施策の課題認識及び取り組み状況

　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

施策Ｎｏ． 37

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

【温室効果ガス削減対策】
◆地球温暖化が一因と考えられる異常気象等が地球規模で発生しており、温室効果ガスのCO2排出量の削減が国際的に求められています。学校
施設における電気使用量が増加傾向にありますが、市ができるCO2削減に向けた省エネルギー対策を引き続き行っていきます。また、環境にやさ
しい物品等の購入を促す「グリーン購入調達方針」に基づく物品等の購入に努めていきます。
◆市の防犯灯は、ほぼ全てをLED照明に更新しましたが、約1,000灯ある地区等の防犯灯についてもLED化を促進するため、引き続きLED化への
更新を支援していきます。

【自然エネルギー導入・支援】
◆住宅用太陽光発電システム設備設置補助（H22～）については、設置費用の低価格化や固定価格買い取り制度の創設により、当初の補助目的
は達成されたと判断します。今後は、事業者による再生可能エネルギー発電設備の設置を促進していきます。

【温室効果ガス削減対策】
＜地球温暖化防止魚津市役所実行計画推進事業＞
◆「第２次地球温暖化防止魚津市役所実行計画」に基づき、CO2排出削減のための活動（エネルギー使用量の削減、ノーマイカー通勤等）に取り
組んでいます。また、「グリーン購入調達方針」に基づく環境に配慮した物品を調達しています。
＜電気自動車等維持管理事業＞
◆電気自動車の積極的な使用を推進するとともに、電気自動車急速充電器については、24時間、年中無休による運用を行っており、625件の利用
がありました。
＜防犯対策施設維持整備事業（市管理防犯灯のLED化）＞
◆市が設置し管理する防犯灯のほぼ全てをLED照明に切り替え（97.8％）、見込まれる電気使用量の削減は、491,051ｋｗｈ/年となりました。

【自然エネルギー導入・支援】
＜住宅用太陽光発電システム設置補助事業＞
◆住宅用太陽光発電システムの設置について、35件分（50,000円/件）の補助金を交付しました。

　（25年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景
（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）


